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2026 ＩＴストラテジスト 模試解説

科目A-2対策の要点
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問１

マイクロサービスアーキテクチャ
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問2

DFFT
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問3

問4
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エンベデッドファイナンス

問5
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ビジネスモデルキャンバス

問5 選択肢
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問6

顧客体験価値(CX)
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カスタマージャーニー

問7
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ポーターの競争戦略

問8
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マーケティング5.0

問9
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問10

科目B-1対策の要点
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３段跳び法の要点

問1を解いてみましょう
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三段跳び ～設問のチェック事項

設問1(1) ①
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設問1(1) ②

p.3
下から
9行目

〔A社の戦略〕

……B県は，河川の氾濫や土砂崩れなどの自然災害が発生しやすい地形であり，局

所的に降り続いた大雨によって土砂崩れで道路と共に通信経路が複数切断され，

被災した市町村とのネットワークが切断されたことがあった。その結果，

B県は被災状況の把握が困難になり，被災者の安否確認や被災地に必要な支援物

資を配給するための情報伝達が遅れ，被災者支援に支障が出た。特に，被災した病

院の患者の情報共有が遅れたことで，被災者の健康状態の悪化を招いていた。

このような被災状況を踏まえ，A社は，B県にメッシュネットワークを利用したサービス

を提供できていれば，その被災者支援に大きく貢献できたと考えている。

Hop

理由

原因

設問1(1) ③
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設問1(2) ①

設問1(2) ②
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設問1(2) ③

設問1(3) ①
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設問1(3) ②

設問1(3) ③
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設問2(1) ①

設問2 〔A社のメッシュネットワーク技術の特徴〕について答えよ。

(1) 本文中の に入る適切な字句を，漢字2字で答えよ。

可用

Key

a

参照指示

設問2(1) ②
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設問2(2) ①

設問2(2) ②

p.4
13行目

〔A社のメッシュネットワーク技術の特徴〕

メッシュネットワークのノード間の通信には，有線と無線がある。有線によるメッシュネッ

トワークは，通信の安定性は高いが，山間部や森林などへの機器の設置やケーブルの敷

設は難しいことがある。また，風雪などの外的要因によるケーブルの劣化や破損で，通

信が切断されるリスクもある。それに対して，無線によるメッシュネットワークはこれらの

問題を回避できる。しかし，電波干渉や障害物による減衰・遮蔽などの影響を受けやす

く，通信が切断されるリスクもある。

A社は有線と無線の特徴を踏まえ，A社のメッシュネットワーク技術では，ノード間の通信

に，有線WAN，Wi-Fi，衛星通信を利用している。これらを組み合わせる……

通信の特徴
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設問2(2) ③

設問2(3) ①
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設問2(3) ②

p.4
下から
7行目

〔A社のメッシュネットワーク技術の特徴〕

……

また，A社ではメッシュネットワークを構成するノードにセンサーなどの機器を接続するこ

とができようにしたノード(以下，専用ノードという)を，自社で開発している。

その専用ノードから，接続した機器で取得した情報をリアルタイムで送信できる。例えば，

河川やダムに設置したノードに水位センサーを接続すれば，災害場所の特定ができる。

避難所に設置したノードにカメラや人感センサーを接続すれば，避難所の様子や人の動

きなどを把握できる。情報表示用のデジタルサイネージを接続した専用ノードを市街地に

設置すれば，そこから災害警報や各種の情報発信ができる。

①

②

発信

設問3(1) ①

(機能) 自治体からの広報の表示

(理由) 市街地にデジタルサイネージが設置されているから

設問3　〔B県の要望〕について答えよ。

(1) 本文中の下線①について，A社はメッシュネットワークを平常時にも有効

活用できる機能を提案した。提案した機能を，本文中の字句を用いて20字以

内で答えよ。また，提案した理由を25字以内で答えよ。

要求事項
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設問3(1) ②

設問3(1) ③
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設問3(1) ④

設問3(1) ⑤
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設問3(1) ⑥

設問3(2) ①

設問3　〔B県の要望〕について答えよ。

(2) 本文中の下線②について，A社がB県の要望にない機能の追加を提案す

る狙いは何か。35字以内で答えよ。

メッシュネットワークの導入効果を高める活用事例とする狙い

要求事項
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設問3(2) ②

設問3(2) ③
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科目B-2対策の要点

科目B-2対策

設問の要求事項を漏らさず書く設 AとB
A：○ B：○
A： B：ー

章立てとユニット分け
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問1を考えてみる

問1の全体像
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第1章の論述例 ①

第1章の論述例 ②
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第1章の論述例 ③

第1章の論述例 ④
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設問イ

論述の構想

第2章 システム構築方針の策定

2.1 策定したシステム構築方針

2.2 想定したリスク

2.3 方針策定にあたって検討した内容

2.4 重要と考え工夫したこと

300字

300字

300字

300字

200字

200字×2ユニット
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ネタ出し ①

ネタ出し ②
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ネタ出し ③

論述の切り口
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展開 ①

論述 ①
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展開 ②

論述 ②
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展開 ③

Why

情報セキュリティの認識不足や対応不足

What

他社とのデータ連係が失敗する 例えば

機能の不備やエラーによってデータが送れない，

誤ったデータを送受してしまう

⑥

⑤

Why

連携機能の開発経験がない

想定したリスク(続き)

What

重要データが漏えいする

例えば
顧客情報や製造機械の技術情報

①

②

③

④

論述 ③



36

展開 ④

論述 ④
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展開 ⑤

論述 ⑤
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お疲れ様でした


